
仙台市交通事業経営計画個別管理・評価シート
【取組み概要】

番号

取組

年次計画

予定

【年度計画及び実績】

予定 実績

【備考】

1-3-バ1 分類 バス 担当課 運輸サービス課 戦略 安全・安心の推進 年度 R7

施設設備の計画的な維持更新 個別取組 ＩＣ乗車券バスシステムの更新【追加】

概要

平成30年度から令和元年度に更新したIC乗車券バスシステムについて、サーバや端末のハードウェア・ＯＳ等ソフトウェアの保守
期限を迎えるため、令和7年度に機器更新等を実施します。更新対象機器や追加機能等については、令和6年度に要件定義等を終了
済みです。

R9 R10 R11 R12

これまで
の取組み

状況

【令和6年度】
・令和7年度に更新するIC乗車券バスシステム（バス収入サーバ、IC中継器等）に関する要件定義・設計業務委託を実施し、更新
対象機器及び追加機能等について精査した。
※前回更新は平成30年度～令和元年度に実施
※「バス車載機の更新」（新紙幣対応を含む）については令和5年度～6年度に実施済

R3 R4 R5 R6 R7 R8

課題

・機器更新にあたっては、事前に運用試験・システム間の連携試験を実施し営業に支障が出ないよう確実に進める必要がある。
・作業スケジュールに基づき進捗管理を徹底する必要がある。

実施
内容

・作業スケジュールに基づき機器更新等を着実に進める。
数値
目標

上期

4月　　　　　IC乗車券バスシステム更新業務委託契約締結

4～9月　　・機器の手配、試験環境設定、運用試験等

下期

10～3月　・本番環境設定、サーバ等切替

定期的
な取組

み

進捗管理のための定例打合せの実施

要件定義・

設計業務委託
サーバ等更新

20ページ （1-3-バ1【追加】）



仙台市交通事業経営計画個別管理・評価シート
【取組み概要】

番号

取組

年次計画

予定

【年度計画及び実績】

予定 実績

【備考】

1-3-バ2 分類 バス 担当課 財務課 戦略 安全・安心の推進 年度 R7

施設設備の計画的な維持更新 個別取組 市バス営業所建物の更新

概要

令和元年度に策定した「仙台市交通局自動車運送事業施設改修・更新計画」に基づき、営業所、出張所及び整備工場等の建築物・
付帯設備の改修や更新を計画的に実施します。施設の長寿命化を図るとともに、長期的視点で維持管理費の節減を目指します。

R9 R10 R11 R12

これまで
の取組み

状況

【令和3年度】
・川内営業所施設更新実施設計業務委託については、令和3年5月に契約・着手し、令和4年10月まで業務を実施し完了した。
・各営業所等の改修工事は全て実施達成済み（5件）。
【令和4年度】
・川内営業所施設更新実施設計業務委託については、令和4年10月に業務完了。
・実沢営業所施設増築設計業務委託については、令和4年4月から実施。
・各営業所等の改修工事については、実施済み（2件）。
【令和5年度】
・川内営業所施設更新工事について，工事発注済。
・実沢整備工場塗装・板金ブース新築工事について，工事発注済。
・各営業所等の改修工事については、施行実施済み（5件）。
【令和6年度】
・川内営業所施設更新工事について、工事施工中（管理棟については、令和7年1月に完成）
・実沢整備工場塗装・板金ブース新築工事について、令和6年9月に完成。
・各営業所等の改修工事については、実施済み（2件）。

R3 R4 R5 R6 R7 R8

課題

川内営業所施設更新工事の完成が当初の想定より遅れ、他営業所等の更新スケジュールに変更が生じているため、更新スケジュー
ル及び整備内容の見直しが必要である。

実施
内容

・川内営業所施設更新工事を適切に監理し、着実に実施する。
・他営業所等の更新スケジュール及び整備内容の見直しに向けた精査・検討を行
う。

数値
目標

上期

・4月～　川内営業所施設更新工事継続
・5～9月　改修工事

下期

・10月～　川内営業所施設更新工事継続
・10月～3月　改修工事

定期的
な取組

み

・随時関係各課と打合せを行う。
・更新スケジュール及び整備内容の見直しに向けた精査・検討を
行う。

設計業務

各営業所、出張所、整備工場 改修工事

設計業務

川内工事 白沢・東仙台更新工事

実沢工事

21ページ （1-3-バ2）



仙台市交通事業経営計画個別管理・評価シート
【取組み概要】

番号

取組

年次計画

予定

【年度計画及び実績】

予定 実績

【備考】

1-3-地1 分類 地下鉄 担当課 車両課 戦略 安全・安心の推進 年度 R7

施設設備の計画的な維持更新 個別取組 南北線車両更新

概要

南北線は昭和62年の開業から30年以上が経過し、計画期間内に耐用年数を迎えることから、3000系車両への更新を行い、安全かつ
快適な輸送サービスの提供を目指します。
令和6年度より導入を開始し、安定的な運行を確保するための予備車両を考慮のうえで、令和12年度までに最大22編成の導入を計
画しています。

R9 R10 R11 R12

これまで
の取組み

状況

【令和3年度】
・市民投票により車両の新デザインを決定した。
・バリアフリー意見交換会を障がい者団体と行い、頂いた意見を車両仕様に反映した。
【令和4年度】
・各製造請負業者と綿密に協議を行い、工程に遅れなく車両仕様を決定した。
・運輸局に確認申請を実施した。（◆2-2-地2シートに関連記載あり）
【令和5年度】
・新型車両1編成目を車両基地に搬入し、基地内試験調整を実施した。
・本線の走行試験について市民広報の実施し、本線の夜間走行試験を実施した。（◆2-2-地2シートに関連記載あり）
【令和6年度】
・新型車両の試験が完了し，第1編成（第31編成）を納入した。
・新型車両の第1編成の営業運行を開始した。（◆2-2-地2シートに関連記載あり）

R3 R4 R5 R6 R7 R8

課題

更新計画への遅れが出ないように工程管理を確実に行う必要がある。

実施
内容

計画に基づき新型車両の更新を確実に実施する。
数値
目標

2編成（8両）営業運行開始

上期

・新型車両1編成（第32編成）搬入・組立

下期

・新型車両1編成（第33編成）搬入・組立
・新型車両2編成（第32、33編成）の営業運行開始

定期的
な取組

み

・仙台市地下鉄南北線新型車両3000系　車両搬入～夜間運搬・車両組立編～（せんだいTube）

※1【新型車両の特徴】
・車内の快適性を向上させるため冷房能力の向上。また、感染症対策として外気導入機能の追加。
・ホームとの段差縮小・車いすベビーカースペースの増設・液晶の表示器導入などバリアフリー化の推進。
・防犯対策としてカメラの設置。
・モーターや制御装置に省エネ機器を採用。
・トラブルに強い車両にするため、各機器・装置を二重化する等により信頼性を向上。

※2　新型車両については下記リンクをご覧ください。
・南北線新型車両3000系特集（交通局HP)
・仙台市地下鉄南北線新型車両3000系　車両搬入～船からの荷下ろし編～（せんだいTube）

仕様検討・車両製造・試験 車両導入

2編成 3編成 3編成 4編成 2～5編成4編成1編成

22ページ （1-3-地1）

https://www.youtube.com/watch?v=Os52jo1Sql0
https://www.kotsu.city.sendai.jp/subway/namboku_sharyou_p1.html
https://www.youtube.com/watch?v=dLy5r_TyGwU


仙台市交通事業経営計画個別管理・評価シート
【取組み概要】

番号

取組

年次計画

予定

【年度計画及び実績】

予定 実績

【備考】
※1　各施設・設備の更新状況については下記リンクをご覧ください。　　　

［仙台市交通局ウェブサイト］施設・設備の維持管理

1-3-地2 分類 地下鉄 担当課 電気課、施設課 戦略 安全・安心の推進 年度 R7

施設設備の計画的な維持更新 個別取組 地下鉄各種施設設備の更新

概要

南北線の設備は経年劣化により故障が増加していることと、東西線においても経年変化による信頼性低下により更新する必要が
ある設備やシステムがあることから、適切に維持管理するとともに計画的に更新を行い、機能向上やコストダウンを図ります
（※1）。

R9 R10 R11 R12

これま
での取
組み状

況

【空気調和設備・換気設備・防災設備・給排水衛生設備・昇降機設備等設備更新工事】
・施設保守担当部署である富沢管理事務所、荒井管理事務所へのヒアリングを実施
・長期建設改良計画へヒアリング結果を反映
・計画に基づき工事を実施した。
【令和3年度　配電室設備更新工事・信号保安設備更新工事・画像伝送設備更新工事】
　9件の工事を発注した。
【令和4年度　配電室設備更新工事・信号保安設備更新工事・変電所設備更新工事】
　10件の工事を発注した。
【令和5年度　配電室設備更新工事・信号保安設備更新工事・変電所設備更新工事・電路設備更新工事】
　9件の工事を発注した。
【令和6年度　配電室設備更新工事・信号保安設備更新工事・変電所設備更新工事・電路設備更新工事】
　8件の工事を発注した

R3 R4 R5 R6 R7 R8

課題

【空気調和設備・換気設備・防災設備・給排水衛生設備更新工事】
・南北線の設備は経年劣化により故障が増加している。また東西線においても経年変化により信頼性が低下する設備やシステム
があり、適切に維持管理するとともに、計画的に更新することが必要である。しかし現に稼働している設備であり、計画通りの
更新が合理的でない可能性もあることから、状況を把握する必要がある。
・一部工事において技術者不足による入札不調が続いている。
【配電室設備更新工事・信号保安設備更新工事・変電所設備更新工事・電路設備更新工事】
・設備の更新作業は、新旧設備の併用や切替等、通常と異なる運用を行うことが多く、運行支障や事故の原因となることから、
安全で確実な作業計画を検討する必要がある。

実施
内容

・長期的な更新計画に基づき、当年度実施予定の更新工事を実施するとともに、
施設保守担当部署へのヒアリングや定期点検の結果を次年度以降の計画に反映さ
せる。
・資材納期の長期化や入札不調の可能性を踏まえて工期設定や発注時期の調整を
行う。
・設備更新の際は、保守量の軽減や、省エネ機器の導入に配慮する。

数値
目標

当年度実施予定の更新工事２２件を実
施する。

上期

【空気調和設備・換気設備・防災設備・給排水衛生設備更新工
事】
・工事発注
・富沢管理事務所･荒井管理事務所ヒアリング

【配電室設備更新工事・信号保安設備更新工事・変電所設備更
新工事・電路設備更新工事】
・工事発注、工事契約

下期

【空気調和設備・換気設備・防災設備・給排水衛生設備更新工
事】
・工事発注
・富沢管理事務所･荒井管理事務所ヒアリング

【配電室設備更新工事・信号保安設備更新工事・変電所設備更
新工事・電路設備更新工事】
・工事発注、工事契約、工事完了

定期的
な取組

み

【空気調和設備・換気設備・防災設備・給排水衛生設備更新工
事】
・工事受注者との打合せ
・富沢管理事務所･荒井管理事務所ヒアリング

【配電室設備更新工事・信号保安設備更新工事・変電所設備更
新工事・電路設備更新工事】
・各設備について定期的に点検を行い、不具合箇所は早急に修
繕を行う。

設備やシステムの計画的な更新

23ページ （1-3-地2）

https://www.kotsu.city.sendai.jp/kigyou/safety/izikanri/index.html


仙台市交通事業経営計画個別管理・評価シート
【取組み概要】

番号

取組

年次計画

予定

【年度計画及び実績】

予定 実績

【備考】

※2　土木施設の予防保全工事については下記リンクをご覧ください。　　　
［仙台市交通局ウェブサイト］施設・設備の維持管理

1-3-地3 分類 地下鉄 担当課 施設課、富沢管理事務所、荒井管理事務所 戦略 安全・安心の推進 年度 R7

施設設備の計画的な維持更新 個別取組 構造物の長寿命化

概要

トンネルや駅舎等の維持管理に関する行動計画及び個別施設計画を策定し、計画に基づき、効率的・効果的な予防保全工事（※
1）を行っていきます。
老朽化等が進行すると維持管理コストの増大が予想されるため、予防保全工事を適切に行うことで、施設の長寿命化及び維持管
理コストの低減・平準化を図ります（※2）。

R9 R10 R11 R12

これま
での取
組み状
況

【令和3年度～】
・南北線の高架橋、トンネルについて、過年度に実施した調査の結果を元に継続して予防保全工事を進めている。
　令和6年度までの進捗率
　　高架橋部約27％
　　トンネル部約6％
・現段階では劣化の進行が見られない東西線の高架橋、トンネルについては、定期検査を行うことにより状態を監視し、必要に応じて維持補
修を実施している。
・南北・東西両線の建築物については、大規模改修実施周期の延長に向けてより計画的に維持修繕を行うために、定期点検を行っている。
【令和6年度】
・広瀬川橋りょう・西公園高架橋特別全般検査（業務委託1件）を実施した。

R3 R4 R5 R6 R7 R8

課題

開業後35年以上経過した南北線の施設・設備は経年劣化が進んでおり、安全性の確保や維持管理コストの低減が課題となってい
る。

実施
内容

・南北線の高架橋、トンネルについて、当年度実施予定の予防保全工事2件を実施する。
・トンネル、高架橋及び建築物について、定期的な検査・点検を行い、計画的に維持修
繕を行う。
・南北線の高架橋・その他土木構造物について，概ね10年毎に行う詳細検査「特別全般
検査」を実施する。
・東西線の竜の口橋りょうについて、概ね10年毎に行う詳細検査「特別全般検査」を実
施する。
・富沢駅の外壁改修工事の施工、八乙女駅の外壁改修工事の設計、富沢車両基地管理棟
の外部改修工事の設計業務を実施する。

数値
目標

・南北線予防保全工事2件
・南北線の高架橋・その他土木構造物特
別全般検査（業務委託1件）
・東西線の竜の口橋りょう特別全般検査
（業務委託1件）
・南北線の富沢駅外壁改修工事1件
・南北線の八乙女駅外壁改修工事の設計
（業務委託1件）
・南北線の車両基地管理棟の外部改修工
事の設計（業務委託1件）

上期

【南北線予防保全工事】
・工事発注、工事契約
・施工計画
【南北線特別全般検査】
・業務委託発注、契約
・計画準備
・関係機関協議
・現地作業開始（調査，検査）
【東西線特別全般検査】
・業務委託発注、契約
【富沢駅外壁改修工事】
・工事監理
【八乙女駅外壁改修設計、富沢車両基地管理棟外部改修設計】
・業務委託発注，契約

下期

【南北線予防保全工事】
・現地作業開始、施工管理
・施工確認、工事完了
【南北線特別全般検査】
・調査，検査実施
・検査結果確認
・業務委託完了
【東西線特別全般検査】
・計画準備
・現地作業開始（調査，検査）
・調査，検査実施
・検査結果確認
・業務委託完了
【富沢駅外壁改修工事】
・工事監理，工事完了
【八乙女駅外壁改修設計、富沢車両基地管理棟外部改修設計】
・業務委託完了

定期的
な取組

み

トンネル、高架橋及び建築物の定期的な検査・点検により状態を把握
し、優先順位を決めた上で維持修繕及び予防保全工事を行う。

※1　「予防保全」とは、施設の長寿命化及び維持管理コストの低減・平準化を図るために、損傷や劣化が進行する前に、適切な対策を行う管理手法の
ことです。

定期検査・定期点検の確実な実施。予防保全の考え方に基づく計画的な維持補修の実施

・維持管理

計画の作成

24ページ （1-3-地3）

https://www.kotsu.city.sendai.jp/kigyou/safety/izikanri/index.html


仙台市交通事業経営計画個別管理・評価シート
【取組み概要】

番号

取組

年次計画

予定

【年度計画及び実績】

予定 実績

【備考】

※2 「センターシステム」とは、icscaのカード登録情報や残高を管理し、システム全体の中心的役割を担います。
　　令和元年度よりクラウド化し、安定性・保安性を高めています。
※3  せんだいバスFREE+については、下記リンクよりご確認ください。

仙台市ウェブサイト［新たな学生フリーパス制度（せんだいバスFREE＋）について］（外部サイトを表示します）

R4 R5 R6 R7 R12R10

センターシステム更新業務委託契約

センターシステム更新詳細仕様策定

R3

1-3-全1 分類 全体 担当課 経営企画課 戦略 安全・安心の推進 年度 R7

これまで
の取組み

状況

これまでの検討・調整内容を漏れなく詳細仕様に落し込みサポートの過不足等を
解消する。（◆3-2-全3に関連記載あり）。
同時期に実施されるJR東日本や相互利用センターのセンターシステム更新との試
験・切替スケジュール調整を継続する。
他事業者や各メーカーより新技術情報を収集する（◆3-2-全3に関連記載あり）。

課題

施設設備の計画的な維持更新 個別取組 IC乗車券システムの安定的な運用

概要

IC乗車券システムの機器等が耐用年数を迎えることから、安定的な稼働を維持することを目的とし、令和7年度を目標として計画
的に更新します。
更新にあたっては、乗車券に対するお客さまのニーズや技術動向を踏まえて、必要な機器数や機能について見直し、コストダウン
を図ります。

・定期券ｻｰ
ﾊﾞ更新

R11R8 R9

【令和元年】
・センターシステムのクラウド化・更新

【令和4年】
・定期券発行機更新

【令和6年】
・10月　せんだいバスFREE+開始（※3）（◆2-1-全2、3-1-全1）に関連記載あり）
・ 3月　定期券サーバ更新

センターシステム(※2）の令和7～9年度の次期更新に向けて、詳細仕様を策定し契約・開発着手する必要がある。
また、引き続き関係各所との調整を行い、確実な更新・切替を行う必要がある。
将来的な費用削減に資する新技術を調査する必要がある。

※1 「定期券発行機」とは、定期券発売所において、ICカード乗車券icscaの新規発行、定期券の発行、再発行、払い戻し等を行う機械
　　です。

実施
内容

数値
目標

上期

下期

定期的
な取組

み

センターシステム更新関係箇所と進捗WGにて情報交換・調整を行
う。
他事業者や各メーカーより新技術情報を収集する。

ｼｽﾃﾑ更新の検討

定期券発行機更新（※1） ｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ更新 定期券ｻｰﾊﾞ・発行機更新
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